
 

学校番号 206 

令和２年度 芸術科（書道） 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 ２単位 年次 2 年次 

使用教科書 「書道Ⅱ」 （東京書籍） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・小学校、中学校の書写の授業で学んだことを発展させて、芸術科書道では用具用材の違いによ

る表現の違い等を学びましょう。 

・平仮名から入り、篆隷行草から楷書に至るまで様々な書体を体験し、筆の弾力を使いこなし、

自分らしい文字を書くことが出来るようになることをめざします。 

・身近に飾れる作品を作ることで達成感を味わい、書を愛好する心情を育てます。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の創造的な諸活動を通して，生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，個

性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし，書の伝統と文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 

b:書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝

統と文化に関心をも

って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとす

る。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な

能力を生かし、効果

的な表現の技能を身

に付け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動  

月 題材名 
学習内容・活

動 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

４ 

５ 

６ 

 

自己を拓

く 

書道Ⅱの

学習 

自己を拓

く書 

鑑賞と表

現 

漢字の書

（１） 

書体の変

遷 

篆書によ

る学習 

臨書 「泰

山刻石」 

 

作品制作

（１） 

篆刻 

・書道Ⅰの学

習を振返りと

目標 

・鑑賞と臨書 

様々な古典を

鑑賞 

・篆書の種類

と字形の変遷 

・用筆と運筆

の反復 

・学園祭展示

用にはがきに

創作 

・篆・行・楷

書から一書体

を選び書く。 

 

・自分の名前

を篆刻 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:書道Ⅰからの発展的で多様性のある学習

ないようについて興味を持ち、今後の学

習に意欲的に取り組もうとしている。 

b:書のよさや美しさを感じ取り、表現

を工夫している。 

c:姿勢や執筆法の基本を身に付け表

現している。自分のイメージする文

字を選び、表現している。 

d:書の多様な表現のよさや美しさを感じ取

り、そのよさを味わっている。 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

 

 

６

７ 

８

９ 

漢字の書

（２） 

隷書によ

る学習 

臨書 

「礼器碑」 

臨書 

「張遷

碑」 

 

作品制作

（２） 

篆書・隷書

による創

作 

 

 

漢字の書

（３） 

楷書によ

る学習 

臨書「雁塔

聖教序」 

 

 

 

・篆書との比

較 隷書 の用

筆・ 

運筆・字形に

ついて 

波磔の執筆法 

・二つの古典

の特徴を捉え

線質に変化を

つけて臨書 

 

篆書または隷

書で創作。（半

切１／３） 

刻印 

 

各古典の書体

や書風の分析 

・「孟法師碑」

と比較、書風

の変化につい

て 

 

・逆筆を用い

た起筆、抑揚

に富んだ運

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:各古典の書体や書風を分析し、その

多様性に理解をし、各書体の特徴や

よさに関心を持ち、主体的に表現や

鑑賞の活動に取り組もうとしてい

る。 

b:作者の人柄や心理状態などにも思いをは

せ、自らの意図に基づいて構想し、表現

を工夫している。 

c:線質の変化や字形、起筆、運筆など

の技法に留意して、特徴を理解し、

的確に表現している。 

d:作者の人格と書風の関係について理解し

作品のよさを味わっている。 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

臨書作品 

 



 

 

 

 

 

行書によ

る学習 

臨書 

「温泉銘」 

 

 

 

草書によ

る学習 

臨書 

「十七帖」 

筆など、表現

技法に留意

し臨書 

 

・行書の執筆

法 

・筆者の人と

なりや心理状

態と書風の関

係について 

 

・草書につい

ての学習 

・流動性・律動

性の理解 

用筆・運筆法 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

11 

 

 

 

 

作品制作

（３） 

行書・草書

による創

作 

 

 

 

仮名の書 

 

仮名の変

遷 

古典に学

ぶ 

臨書 

「粘葉本

和漢朗詠

集」 

臨書「高野

切第一種」 

 

散らし書

き 

臨書 「寸

松庵色紙」 

 

 

作 品 制

作（４） 

 仮名によ

る創作 

これまでの学

習で体得した

書法を応用 

・全紙 1/2 に

行書または草

書体一字を大

筆で書く 

 

「書道Ⅰ」で

得た基礎的な

技法を発展、

紙面構成 

・仮名の変遷

を復習 

・平安時代の

代表的な古筆

を鑑賞・臨書 

・連綿の方法 

・仮名特有の

表現である散

らし書きの古

筆を鑑賞・臨

書。 

・線質、構成

に配慮し小色

紙に臨書 

 

いろは歌か

ら集字。寸松

庵色紙風に

好きな言葉

を書く 

・集字の仕

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:発展的な技法の定着や技法の習得

に関心を持ち、主体的に表現や鑑賞

の活動に取り組もうとしている。 

b:古典作品の中からよさや美しさを

感じ取り、特徴を捉えて書くように表現

に工夫している。 

c:字形や用筆の特徴を理解し、よりよ

い作品とする姿勢が感じられ、的確

に表現している。 

d:作者の人格と書風の関係について理解し

作品のよさを味わっている。 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

 



方、草稿、清

書の方法。 

・連綿、変体

仮名 

・線質や墨の

潤滑、行の流

れや紙面構成 

１ 

２ 

 

作品制作

（５） 

様々な書

体を応用

しての刻

字 

壁飾り（表

札）作り 

 

 

楷・行・草・

篆・隷書・仮

名から一書体

を選び、刻字 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ a: 楷書表現の多様性、美しさの違い

に関心を持ち、主体的に表現活動に

取り組もうとしている。 

b:今まで学んだ表現を踏まえて発展

的な表現となるよう構想を練って

いる。 

c:習得した表現方法を応用し、主体的

に取り組み、個性的な表現をしてい

る。 

d:他者の作品のよさや美しさを感じ

取り、味わって鑑賞している。 

観察 

提出作品 

鑑賞ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 


